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明
恵
房
高

弁
（
一
一

七

二

〜
一

二

三

二
、

以

下、

明
恵）

は
、

鎌

倉
期
を

代

表
す
る

僧
の
一

人
で

あ
る

。

明
恵
は

華
厳
を

復
興
さ

せ

た

僧
と

し

て

の
一

面
が

あ
る

た

め
、

現
在
で

も

華
厳
僧
と

し
て

位
置
づ

け

ら
れ
て

い

る
。

し

か

し

な
が

ら
、

そ

れ
と

同

時
に

明
恵
と

そ

の

思

想
に

は

密
教

を

抜
き
に

し

て

語
る

こ

と

が
で

き
な
い

と
い

う
側
面
も
あ
る

。

そ
の

理
由
と

し

て

は
、

彼
が

神
護
寺
に

お
い

て

仏
道
修
行
を
始
め

た

と
い

う

こ

と
や

、

彼
の

著
作
の

多
く
に

真
言
教

学
の

思
想
が
入
っ

て
い

る
と
い

う
こ

と
が

挙
げ
ら

れ
る

。

ま
た

真
言
の

法
流
上

に

も
そ
の

名
が

見
ら

れ

る

と
い

う
史
実
も

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

明

恵
は

華
厳
僧
で

あ
り

、

真
言

僧
で

も
あ
る
と
い

う
特
異
な
教

学
的
立

場
に

置
か

れ

て
い

る
。

こ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

T）

れ

に

関

し

て
、

石
井
教
道
氏
の

よ

う
に

「

厳
密
」

と
い

う
よ

う
な
解

釈
を

示
す
先
行

研
究
さ
え

存
在
す
る

。

　

明

恵
に

よ

る

華
厳
・

真
言
の

思

想
的
融
合
は

、

彼
の

著
作
に

見
ら

れ
る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

そ

の

中
心
と

な

る

も
の

に
、

『

華
厳
仏
光
三

昧

　

　
　（
2）

観

秘
宝
蔵
』

（

以
下

、

『

秘
宝

蔵
』

）

が

挙

げ
ら

れ
る

。

『

秘
宝
蔵
』

で

は
、

華
厳
の

観
法
と

さ
れ

る

「

仏

光
三

昧
観
」

に

密
教
の

思
想
を

取
り

入

れ
、

華

厳
の

観
法
を

密
教
の

行
法
に

し
た

と

考
え

ら

れ
る

。

こ

の

著
作
は

、

上
下
二

巻
か
ら

構
成
さ

れ
て

お

り
、

上

巻
で

は

華
厳
の

観
法
に

つ

い

て
、

教

学
的
立

場
か

ら

の

解
釈
が

な
さ
れ
て

い

る
。

下
巻
で

は

具
体
的
な

実
践
方
法
な
ど

が

記
さ
れ

、

特
に

下
巻
に

お
い

て

「

仏

光
三

昧
観
」

と

密
教
の

思

想
の

融
合
化
を

図
ろ

う
と

し

て

い

る

こ

と

が

伺
え
る

。

　
『

秘

宝
蔵
』

に

お
い

て
、

華
厳
と

密
教
の

融
合
を
図

ろ

う
と

し
た

点
は
い

く
つ

か

挙
げ
ら
れ
る

が
、

そ

の

中
で

も
、

五

秘

密
尊
と

五
聖
と

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3）

呼
ば

れ
る

仏
・

菩
薩
の

同

体
化
を

図
っ

て

い

る

点
は

注
目
し

な
け
れ

ば

な
ら
な
い

。

こ

の

五

聖

と

五

秘
密
を
同

体
と

す
る

思
想
こ

そ
、

明
恵
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の

華
厳
・

真
言
の

融
合
を

現
し
て

い

る

も
の

と

言
え
る

か
ら
で

あ
る

。

そ
の

た

め

本
稿
で

は
、

心
に

、

明
恵
の

華
厳
・

密
教
の

思
想
的

、

実
践
的
融
合
を
見
て
い

く
こ

と

と

す
る

。

一

　

華
厳
の

三

聖

と

五

聖

に
つ

い

て

明
恵
に

お
け
る

五

聖
と

五

秘
密
の

関

係
を

中

　

ま

ず
仏
光
三

昧
観
は

、

三

聖
と

さ
れ

る

毘
廬
遮
那
・

文
殊
・

普
賢
の

理

智
の

功
徳
を

観
じ
る

も
の

で

あ
る

。

ま
た
、

こ

の

三

聖
を
も
っ

て

仏
光
観
の

観
門
の

主
と

す
る
の

で

あ
る

。

柴
崎
照
和
氏
に

よ

れ

ば
、

仏
光
三

昧
は

『

華
厳
経
』

の

「

光

明
覚
品
」

に

原

形
が

あ
る

と

さ
れ
て

　（
4）

い

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　〔
5）

　

三

聖
に
つ

い

て

は
、

五

台
山
系
の

華
厳
の

流
れ

を

汲
む

唐
の

李
通
玄
居
士
（

六
四

五

〜
七
三

〇）

の

著
作
で

あ
る

『

華
厳
経
合

論
』

や

華
厳
第

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
6）

四
祖
の

澄

観
（

七

三
八
〜
八
三

九
）

の

著
作
で

あ
る

『

大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
卷
第
三
』

の

中
に

見
る
こ

と
が

で

き
る

。

三

聖
は

仏

光
観
の

観
門
の

主
で

あ
る
と

さ
れ
て
い

る

が
、

明
恵
は

こ

の

三

聖
を

発
展
さ

せ
、

五

聖
と

し
て

仏
光

観
の

観
門
の

主
と

し

た
の

で

あ
る

。

　

明
恵
が

「

仏

光
観
」

を

修
し

始
め
た

時
は

、

三

聖
を

観
門
の

主
と

し

て

修
し
て

い

る

が
、

そ

れ

は

「

三

聖

円
融
観
」

と
い

う
教
理

が

背
景

に

あ
る

。

こ

れ

に

関
し

て
、

明
恵
の

著
作
で

あ
る

『

入
解
脱
門
義
』

の

中
心
が

「

三

聖
円
融

観
」

に

つ

い

て

著
さ

れ

た

と

言
え
る

か

ら
で

あ

る
。

ま
た

、

『

入

解
脱
門
義
』

の

中
に

記
さ

れ

る

図
印
に

お
い

て

も
「

文
殊
毘
廬
遮

那
普
賢
尊
」

と
い

う
三

聖
が

記
さ

れ

て

い

る
。

そ
の

こ

と

か

ら

も
、

『

秘
宝

蔵
』

を

著
す
以

前
は

明
恵
自
身

、

三

聖
を

観
門
の

主

と

し

て
い

た

こ

と
が

わ

か
る

。

そ
れ
は

、

多
く
の

先
行
研
究
な
ど

で

指
摘
さ

れ

て
い

る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

　

し

か

し
詳
細
は

後
述
す
る

が
、

彼
は

『

解
脱
門
義
』

を

撰
述

す
る

以

前
の

著

作
で

あ
る

、

『

仏

光
観
略
次
第
』

の

中
で

す
で

に

「

文
殊
・

普

賢
・

観
音
・

弥

勒
」

の

名
字
を

唱
え

、

人
観
の

観
想
の

時
に

も
こ

の

四

菩
薩
を

記
し

て

い

る
。

『

秘
宝
蔵
』

に

お
い

て

初
め

て

説
明
さ
れ

る

四

菩
薩
が

、

『

解
脱

門
義
』

以
前
に

記
さ

れ
て

い

る

点
は

興

味
深
い

と

こ

ろ

で

あ
る

。

　

で

は

明
恵
は

、

ど

の

よ

う
に

し

て

「

仏
光
観
」

の

観
門
の

主
と

さ

れ

る

三

聖

を
五

聖
へ

と

発
展
さ
せ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

　

明
恵
は

、

『

秘
宝
蔵
』

を

撰
述

す
る

以

前
か

ら

「

仏

光
観
」

を

修
し

て

い

る
の

だ
が

、

そ
の

中
で

得
た

好
相
や

夢
想

、

そ
し

て

李
通
玄
の

158
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著
作
に

よ
っ

て
、

三

聖

か

ら

五

聖
へ

と

展

開
さ

せ

た
の

で

あ
る

。

そ
れ

に

つ

い

て
、

修
し

て

い

る

時
に

得
た

好
相
や

夢
想
を

書
き
記

し
た

　
　
　

　
　
　
　

　
　
〔
ヱ

『

華

厳
仏

光
三

昧
観
冥

感

伝
』

の

記
述
を
見
る

と
、

　
　

 

同
八

月
七

日
ノ

初
夜
ノ

禅
中
二

、

身
心

凝
然
ト

シ

テ
、

如
レ

シ

存
ス

ル

ガ

如
レ

ク

ナ
ー−

亡
ズ

ル

ガ
。

虚
空

中
二

有
ニ

リ

三

人
ノ

菩
薩一

是
レ

普
賢

　
　
　

　
文

殊
観
音
也

。

手
二

執一
ル

瑠

璃
杖一
ヲ
。

予
、

以
ニ

テ

左

右
ノ

手一
ヲ

堅
ク

執
ニ

ル

杖
ノ

端一
ヲ
。

菩
薩
ハ

執
ニ

リ

杖
ノ

本一
ヲ
。

予
、

執
ニ

ル

　
　
　

　
杖
ノ

末一
ヲ
。

三

菩
薩
引
ニ

キ

挙
グ

杖一
ヲ
。

予
、

懸
レ

ヵ

リ

杖
二

速
ヵ
二

到
ニ

リ

兜
率
天

三

着
ニ

ク

弥
勒
ノ

楼
閣
ノ

地
ノ

上

三
。

其
ノ

間
、

身

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
8）

　
　
　

　
清

涼
ニ

シ

テ
。

心
適
悦
ナ

リ
。

无
ニ

シ

物
ト

シ

テ

于
取
レ

ル

モ

ノ

譬一
エ

ル

ニ

。

忽
チ
ニ

シ

テ

見
三

ル

瑠
璃
杖
ノ

立一一
ッ

ヲ

宝
地
ノ

上
一
二

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
傍
線

筆
者、

以
下
同
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
9）

　
　

 

此

観
門

殊
主
ニ

ス

ル

ガ

普
賢
文
殊
観
音
弥
勒
毘
廬
遮
那
ノ

五

聖一

故

と

あ
る

よ

う
に
、

 
に
つ

い

て

は
、

行
中
に

体
得
し
た

も
の

で

あ
る

が
、

普
賢
・

文
殊
・

観
音
と

共
に

、

弥
勒
の

楼
閣
へ

昇
る

と
い

う
内
容

の

好
相
で

あ
る

。

こ

こ

で
、

五

聖
の

中
の

四

菩
薩
が

現
れ
て

い

る

点
は

注
目
し
な
け
れ

ば

な

ら

な
い

。

そ
れ

は
こ

の

時
点
で

は
、

観
門
の

主

を
三

聖
と

し

て

「

仏

光

観
」

を

修
し

て

い

る

た

め
、

こ

の

好
相
は

彼
に

と
っ

て

重
要
な
も
の

で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　
ま
た

 
に
つ

い

て

は
、

 
で

得
た

好
相
や

李
通

玄
の

著
作
の

影
響
を

受
け
て

、

観
門
の

主
を

五

聖
と

し
た

と

考
え
ら
れ
る

。

こ

れ
に
つ

い

て
、

『

秘
宝

蔵
』

の

上

巻
に

『

華
厳
経
合

論
』

を
典
拠
と

し
て

、

「

仏

光
観
」

に

お
い

て

観
想
す
る

対
象
は

行
者
に

任
せ

る

と

し
な
が

ら

も
、

以
下
の

よ

う
に

記
し

て
い

る
。

　
　
其
ノ

中
二

殊
二

普
賢
・

文
殊

、

或
ハ

可
レ

シ

加
ニ

ゥ

観
音
・

弥
勒一
ヲ

広
論
三

聖

義
中
二

、

説
ニ

ク

行
者
成
仏
ノ

三

聖一
ヲ
。

云
ニ

ゥ

文
殊
・

普
賢
・

　
　
弥

勒一
ト
。

又
タ

説
ニ

テ

大
悲

行
ノ

三

聖一
ヲ

、

云
ニ

ゥ

文

殊
・

普

賢
・

観

音一
ト

出
ニ

シ

テ

已

成
果
ノ

三

聖
一
ヲ

、

云
ニ

ゥ

ガ

文

殊
・

普
賢
・

毘
廬

　
　
　

　
　
（
10）

　
　
等
一
ト

故
也

と

し
て

、

毘
廬
遮
那
・

文
殊
・

普
賢
の

三

聖
だ

け
で

は

な

く
、

観
音
・

弥
勒
と
い

う
名
を
挙
げ
て
い

る
。

李
通
玄
の

著

作
自

体
に

は
、

毘
廬

遮
那
・

文
殊
・

普
賢
・

観
音
・

弥

勒
と
い

う
仏
・

菩
薩
が

同
時
に

記
さ
れ
て
い

な
い

。

し
か
し

明
恵
は

、

『

華
厳
経
合

論
』

を

典
拠
と

し

て

五

人
の

仏
・

菩
薩
を

挙

げ
て

い

る
。

李
通

玄
の

著

作
と

、

自
身
が

得
た

好
相
な

ど

を

組
み

合
わ
せ

て
、

五

人
の

仏
・

菩
薩
を

五

聖

と

し

て
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「

仏
光
観
」

の

観
門
の

主
と
し

た

と

考
え
ら
れ

る
。

　
三

聖

か

ら

五

聖
へ

と

展
開
さ
せ

た

理

由
は

、

明
恵
は

華
厳
と

真
言
の

思
想
的

、

実
践
的
融
合
を
図
ろ

う
と

し
た

と

考
え
ら

れ

る
。

詳
細
は

後
述
す
る

が
、

彼
は
五

聖
と

五

秘
密
を

同
体
化
す
る

と
い

う
思
想
を
構
築
し
て

い

る
。

そ
の

た

め

に
三

聖
を
発
展
さ

せ
、

五

聖
に

す
る

必
要

が

あ
っ

た

と

考
え
ら
れ

る
。

二

　
五

聖

と

五

秘
密
と

の

同
体
に
つ

い

て

　
明
恵
が

華

厳
の

三

聖
を

五

聖
へ

と

発
展
さ

せ

た

意
図
は

、

五

秘
密
と

同
体
化
さ
せ

、

華
厳
と

密
教
の

思
想
的

、

行
法
の

融

合
を
し

よ

う
と

し

た

か

ら

で

あ
る

。

　
そ
れ

に

関

し

て
、

明
恵
は

『

秘
宝

蔵
』

の

下
巻
に

お
い

て
、

毘
廬
遮
那
・

文
殊
・

普
賢
・

観
音
・

弥
勒
の

五

聖
と

五

秘

密
尊
と

を
、

同
体

と

す
る

説
を

立
て

る
。

そ
れ
ら

を

『

秘
宝

蔵
』

の

流
れ

に

沿
っ

て

見
て
い

く
。

　
明
恵
は

五

聖

と

五

秘
密
の

同
体
の

根
拠
と
し

て
、

一
、

大
悲
・

大
智

、

二
、

体
・

用
、

と
い

う
二

つ

特
性
に

焦
点
を
当
て

解
釈
す
る

の

で

あ
る

。

ま

ず
初
め

に
、

　
　
又
タ

准
ニ

ズ

レ

バ

三

聖

為
体、

大
智
大
悲
ヲ

相
導
ス

ル

義

三
、

五

秘
密
瑜
伽
ハ

全
テ

是
レ

彼
ノ

三

摩
地
也

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
11）

と
し

て
、

大
智

大
悲
の

義
に

従
え

ば
、

五

秘
密
瑜
伽
と
仏

光
三

昧
観
は

同
じ
で

あ
る

と

し
て

い

る
。

そ
の

根
拠
と

し

て

『

五

秘

密
儀
軌
』

を

引
用
し

て
、

大
悲
・

大
智

、

体
・

用
に
つ

い

て

述
べ

て
い

る
。

以

下
に

引
用
箇
所
を

記
す
と

、

 　
　
如
ニ

シ

彼
ノ

儀
軌
二

説一
ク

ガ
。

則
チ

於
ニ

テ

身
前
一
二

想
三

イ

金
剛
薩
唾
ノ

智
身
ヲ

、

如
ニ

ク

自

身一
ノ

、

観
 
ス

ベ

シ

以
ニ

テ

四

印一
ヲ

圍
中

遶
ス

ト

同
一

　
　
月
輪
、

同
一

蓮

華
上

二

云
々

。

又

云
ク

、

瑜
伽
ト

ハ

者

常
二

以
ニ

テ

四

眷
属一
ヲ
、

而
自
ラ

圍
遶
シ
、

處
ニ

ス

大
蓮
華
、

同
一

月
輪
三

云
云

。

又

云
ク

、

五

身
ト

同
一

大
蓮
華
ト

ハ

者

為
ニ

ス

大
悲
ノ

義一
ト
。

同
一

月

輪
円

光
ト
ハ

者

為
ニ

ス

大
智
ノ

義一
ト
。

是
ノ

故
二

、

菩

薩
ノ

由
ニ

ル

ガ

大

智
一
二

故
二

不
レ

染
ニ

セ

生

死

三
。

由
ニ

ル

ガ

大
悲一
二

故
二

、

不
レ

住
ニ

セ

涅
槃

三

云
云

。

解
シ

テ

日
ク

、

此
ノ

中
ノ

蓮

華
ヲ

為
ニ

シ

大
悲一
ト
。

月
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輪
ヲ

為
ニ

ス

コ

ト

大
智一
ト
、

如
レ

ク

文
ノ

易
レ

シ

知
リ
。

円

光
大
智
ノ

義
ハ

、

通
ニ

ズ

悲

智
ノ

ニ

法一
二

也
。

仏
地
一

切
ノ

功
徳
ハ

皆
、

以一一
テ

大

智
一
ヲ

爲
レ

ス

ガ

体
ト

故
二

。

是
ノ

故
二

、

瑜
伽
宗
諸
尊
ノ

字

印
形

像
ハ

皆、

帶
ニ

ス

円
光
一
ス
。

即
チ

此
ノ

義
也

。

問
ウ

テ

日
ク

、

然
ラ
バ

者
儀
軌

ノ

中
二

何
ン

ガ

故
二

不
レ

云
二

円

光
ハ

通
ズ

ト

大
悲

三

耶

　
答
ウ
、

大
悲
ハ

者
以
ニ

テ

大
智一
ヲ

為
レ

ス

体
。

大
悲
ハ

即
チ

大
智
ノ

用
也

。

是
ノ

故
二

常
二

雖
レ

ド

モ

以
ニ

テ

大
悲
一
ヲ

為
レ

ス

用
ト
。

其
ノ

智
ノ

体
ハ

無
ニ

シ

改
易
の

是
ノ

故
二

与
二

月
輪一

同

説
ナ

リ
。

約
ニ

シ

テ

総

相一
二

説
ク

也
。

思
レ

イ

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
12）

　

　
之
ヲ

可
レ

シ

見
ル
。

是
レ

則
チ

今
ノ

三

昧
観
門

、

以
ニ

テ

五

聖
ノ

功
徳
理
智
大
悲一
ヲ

令
交
徹
シ

テ

成
ニ

ス

ル

立

行
者
ノ

身
心
一
ヲ

義
二

大
イ
ニ

同
ナ

リ

と

あ
り

、

五

秘
密
尊
の

曼
荼
羅
の

同
一

大
蓮

華
は

、

大
悲
の

義
を

表
し
て

お

り
、

同
一

月
輪
大
智
の

義
を

表
し

て
い

る
。

大
悲
は

大
智
を
も

っ

て

体
と

為
し

て
、

大
悲
は

大
智
の

用
で

あ
る
か

ら
、

五

聖
の

功

徳
に
よ

っ

て
、

行

者
は

理
・

智
・

大
悲
を
成
立

す
る
こ

と
が

出
来
る

と

し

て

い

る
。

　
ま

た

四

菩
薩
（
欲
・

触
・

愛
・

慢∀

に
も

大
智
・

大
悲

、

体
・

用
を

当
て

は

め
、

五

聖
の

特

性
も
配

当
し

て

い

る

が
、

こ

れ

は

明

恵
独
自
の

解

釈
で

あ
り

、

『

五

秘

密
儀
軌
』

等
は

引
用
さ

れ

な
い

。

 　

　
又

四

菩
薩
ノ

中
ノ

欲
・

触
ハ

是
レ

文
殊
ノ

大
智
体
用
ナ

リ
。

此
ノ

中
二

摂
ニ

ス

普
賢
妙
慧一
ヲ
。

如
レ

ク

次
イ

デ

ノ

欲
ハ

是
レ

文
殊
ノ

大
智
ナ

リ
。

謂

　

　
ク

、

欲
菩
薩
ハ

持
レ

ス

箭
ヲ
。

箭
ハ

射
二

取
ル

遠
ク

ノ

物一
ヲ

徹一一
ス

其
ノ

骨
髓

三
。

即
チ

文
殊
ノ

大
智
ハ

徹
ニ

ス

ル

法

性
三

義
也

。

觸
菩
薩
ハ

住
ニ

　

　
ス

抱

印
三

。

謂
ク

、

行
起

解
絶
ナ

リ
。

即
チ

依
ニ

リ

テ

普
賢
ノ

妙
慧一
二

解
行
ヲ

和
合
ス

ル

義
也

。

依
レ

リ

テ

此
レ

ニ

文
殊
ヲ

為
レ

ス

体
ト
。

普
賢
ヲ

　

　
為
レ

ス

用
ト

也
。

次
二

愛
・

慢
ハ

是
レ

大
悲
ノ

体
・

用
也

。

如
レ

ク

次
デ

ノ

愛
ハ

是
レ

観
音
ノ

大
悲
ナ

リ
。

謂
ク

、

愛
菩
薩
ハ

持
ニ

ス

摩

竭
幢一
ヲ
。

　

　
如
ニ

ク

摩
伽

羅
魚
王
ハ

■

■

レ、、
、

物
無
耳

所
レ

遺
ス

、

菩
薩
大
悲
ノ

盡
ニ

ス

ナ
ーー

衆
生

界一
ヲ

也
。

慢
菩
薩
ハ

住一一
ス

慢

印一
二

。

謂
ク

、

大
悲
ノ

拔
レ

キ

　

　
苦
即
チ

是
ノ

体
也

。

大
慈
ハ

与
レ

ェ

樂
ヲ

。

衆
生
ハ

得
レ

テ

樂
ヲ

生
ニ

ズ

傲
慢一
ヲ
。

即
チ

無
上

菩
提
大
涅

槃
ノ

楽
ナ

リ
。

於
ニ

テ
一

切
世

間

三

無
ニ

　

　
ク

等
比一
ス

ル

コ

ト
。

如
下

シ

世
間
ノ

人
ハ

歓
楽
ノ

時
、

以
ニ

テ

左

右
ノ

手

》
押
中

ス

ガ

自
ラ

腰
上

ヲ

也
。

依
レ

テ

此
レ

ニ

観
音
ヲ

為
レ

ス

体
ト
。

弥
勒
ヲ

ー
　

　
為
レ

ス

用
ト

也
。

欲
・

触
は

文
殊
の

大
智
・

体
・

用
で

あ
り

、

欲
は

文
殊
の

大
智
で

あ
り、

文
殊
を
体
と

し
、

普
賢
を
用
と

し
て

い

る
。

ま
た

、

愛
・

慢
は

大
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悲
の

体
・

用
で

あ

り
、

愛
は

観
音
の

大
悲
で

あ
る

。

用
を

配
当
し

て
、

同
体
の

根
拠
し

て
い

る
。

 

観
音
を

体
と

し
、

弥
勒
を
用
と

し
て

お

り
、

五

秘
密
に

も
四

聖
の

大
智
・

大
悲
・

体
・

問
ウ

テ

日
ク

、

何
ン

ガ

故
二

転
ニ

ジ

此
ノ

五

尊一
ヲ

成
ニ

ズ

ル

此
ノ

五

聖一
ヲ

乎
　
答
ウ
。

依
ニ

リ

本
経
ノ

儀
軌
ノ

意

三
、

五

部
諸
尊
一

切
曼

荼
羅
ハ

不
レ

離
ニ

レ

此
レ

五

身一
ヲ

。

同
一

月

輪
ノ

円
光
、

同
一

蓮
華
ハ

、

如
レ

ク

次
イ

デ

ノ

表
ニ

ス

ト

大
智
・

大
悲
ノ

義一
ヲ

云
々

。

是
ノ

故
二

此
ノ

五

聖

ハ

皆
摂
ニ

ス

在
此
ノ

中

三
。

即
チ

分
＝

チ

大
智
大
悲
体
用一
ヲ

為
ニ

シ

テ

四

聖
一
ト
、

合
ニ

シ

四

聖一
ヲ

成
ニ

ズ

ル

ガ

毘

盧
遮

那一
ヲ

故
也

。

故
二

儀
軌
二

云
ク

、

金

剛
薩
垣
ノ

三

摩
地

等
ハ

如
ニ

シ

上
二

引一
ク

ガ
。

其
ノ

義
二

可
ニ

シ

准
ジ

テ

知一
ル
。

准
ニ

ジ

此
ノ

大
意

》
可
レ

シ

得
二

其
ノ

義一
ヲ

。

況
ヤ

復

タ

儀
軌
ノ

中
ノ

、

以
ニ

テ

五

密
五

尊一
ヲ

各
ノ

別
二

配一
ス

三

十
七

尊一
ヲ
。

即
チ

如
ニ

シ

文
二

云一

ウ
ガ
。

金

剛
薩
堙

者
是
レ

毘

盧
舍
那
ノ

仏

身
。

欲
金

剛
ハ

是
レ

金
剛

波
羅
蜜

。

計
哩

計
羅
ハ

是
レ

宝
波

羅
蜜

。

金

剛
愛
ハ

是
レ

法
波

羅
蜜

。

金
剛

慢
ハ

是
レ

羯
磨
波
羅

蜜
。

如
レ

ク

此
ノ

四

仏
四

菩
薩
ハ

皆
如
レ

シ

是
ノ
。

乃
至
、

内
外
ノ

四

供、

眷
者
即
チ

彼
ノ

四

眷
屬
ト

云

云
。

（

本
文
二

列
＝

シ

諸
尊

》
別

別
二

配
屬
ス

。

今
ノ

略
抄
也
）

又
云
ク

、

普

賢
曼
荼
羅
ハ

不
レ

ト

離
ニ

レ

五

身
ヲ

云

云
。

今、

五

聖
モ

亦
タ

普

賢
曼
荼
羅
也

。

但
シ

顕
密

為
レ

ス

異
ト
。

或
イ
ハ

秘
記
二

云
ク

、

　
　
従
ニ

リ

大
日一

出
ニ

シ

四

仏
一
ヲ
、

従
ニ

リ

四

仏
　

出
ニ

シ

四

波
羅
蜜
一
ヲ
。

従
レ

リ

此
レ

ニ

出一一
ス

ト

普
賢
・

文

殊
・

観
音
・

弥
勒一
ヲ

云
云

。

即
チ

此

　
　
　

　
（
14）

　
　
ノ

証
拠
也

　
　
　

　
　
　
　

　
　
〔
15）

『

五

秘
密
儀
軌
』

と

『

秘

記
』

を
引
用
し
、

五

秘
密
と

五

聖
を
同

体
と

す
る

根
拠
を

挙
げ
て

い

る
。

す
な

わ

ち
、

一
、

五

尊
を

転
じ

て

五

聖
と

す
る

の

は
、

五

秘
密
は

五

部
諸
尊
一

切
曼
荼

羅
と
は

別

な

も
の

で

は

な
い

。

二
、

『

五

秘
密
儀
軌
』

の

「

金
剛

薩
堙
ノ

三

摩
地
ハ

名
ニ

ク

為
一

切
諸

仏
法

詠
。

此
ノ

法
ハ

能
ク

成
ニ

ジ

諸
仏

道一
ヲ

、

若
シ

離
レ

ル

ル

ハ

此
レ

更
二

無
レ

シ

有
レ

ル

コ

ト

仏
」

と

い

う
文
を

引
い

て

解
釈
し

て

い

る
。

一

切
諸

仏
の

法
は

、

金
剛

薩
垣
の

三

摩
地
か

ら

離
れ

る
こ

と
が

な
い

た

め
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
16）

五

尊
を

転
じ

て

五

聖
と

し
て

も

問
題
が

な
い

と

し
て

い

る
。

三
、

大
日

よ

り
四

仏

が

出
で

て
、

四

仏
よ

り
四

波
羅
蜜
が

出
生

す
る
な
ら

ば
、

普
賢
・

文
殊
・

観
音
・

弥

勒
の

四

菩
薩
（
四

聖
）

も
大
日

よ

り

出
生

す
る

と

し

て
、

四

菩
薩
（

四

聖
）

は

密
教
の

中
に

包
括
さ

れ

る

と

す
る

の

が

証

拠
で

あ
る
と

し
て

い

る
。
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そ

し

て

『

秘
宝
蔵
』

の

終
わ

り
に

、

密
教
（
五
秘
密
）

と

顕
教
（
五

聖
）

と

の

同
体
に
つ

い

て

の

最
終
的
解
釈
を

記
す
の

で

あ
る

。

以

下
に

記

す

と
、

　

　
問
ウ

テ

日
ク

、

五

密
瑜

伽
等
ハ

是
レ

密
教
也

。

今
ノ

三

昧
観
是
レ

顕
宗
也

。

何
ゾ

通
ジ

修
レ

ス

ル

之
ヲ

耶

　
答
ウ

、

顕
密
通

修
ノ

義
不
レ

可
二

殆

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
17）

　

　
ド

疑一
ウ

。

即
チ

如
ニ

キ

法
華
法
等

》

是
レ

也
。

（

中
略）

両

宗
ノ

證

果
ハ

何
ン

ガ

強
テ

好
ニ

マ

ン

差
異
一
ヲ

乎

と

し

て
、

五

秘
密
瑜
伽
は

密
教

、

仏

光
三

昧
観
は

顕
教
で

あ
る

が
、

真
言
（
密
教）

は

華
厳
を

包
括
し

て

い

る

の

で
、

違
い

は

な

く
、

同

体
と

し

て

も
問

題

が
な
い

と

し
て

い

る
。

　
明

恵
の

五

聖
と
五

秘
密
と

の

同
体
説
は

『

秘
宝

蔵
』

で
、

実
践
的

、

教
理
的
に

も

体
系
化
さ
れ

た

と

言
え
よ

う
。

こ

の

同
体
説
か

ら
、

真

言
・

華
厳
と
の

関
わ

り
を

作
り
上

げ
、

『

秘
宝
蔵
』

の

中
で

彼
の

理

想
と
し

て
い

る

真
言
・

華
厳
の

融
合
が

成
さ

れ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

　
『

秘
宝

蔵
』

以

前
の

著

作
に

お
い

て

も
、

華
厳
・

真
言
の

融
合
は

図
ら

れ

て

い

た

が
、

こ

の

著
作
で

華
厳
・

真
言
の

融
合
が

完
成
し
た

と

言
え
る

。

三

聖
か

ら

五

聖
へ

と

展
開
さ
せ

、

五

聖

と
五

秘
密
と

を
同

体
化
し
た

こ

と

が
思
想
的
融
合
で

あ
り

、

詳
細
は

後
述
す
る

が

仏
光
観

を

華
厳
の

観
法
か

ら
密
教
の

行
へ

と

発
展
さ
せ

た
こ

と

は

実
践
的
融
合
で

あ
る

と

言
え
る

。

三

　
五

聖
と

五

秘
密
に

関
す
る

次
第
と

著
作
に

つ

い

て

　
明
恵
の

五

聖
と
五

秘
密
に

関
す
る

次
第
や

そ
の

他
の

著
作
類
を

見
る
こ

と

に
よ

っ

て
、

五

聖
と

五

秘
密
と

の

同

体
説
が
ど
の

よ

う
に

展
開

し

て
い

っ

た

か
を

辿
る

こ

と

が
で

き
よ

う
。

ま
た

、

成
立

年
代
の

不
明
な
も
の

も
あ
る

た

め
、

成
立

年
代
の

分
か

る

も
の

は

年
代
順

に

記
し

、

不
詳
の

も
の

は

そ
の

後
に

並
べ

て

記
し
て

い

く
。

　
　
　

　
（
18
）

　
　
『

五

秘
密
』

建

久
六

年

　
　
　

　
　
　

　
〔
19）

　
　
『

仏
光
観
略
次

第
』

承
久
二

年
七

月
二

十
五

日

　
　
『

華
厳
修
禅
観
照

入
解
脱
門
義
』

承
久
二

年
九

月
三

十
日

　
　
『

華
厳
信
種
義
』

承
久
三

年
九

月
二

十
一

日
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『

仏
光
三

昧
観
秘
宝
蔵
』

承
久
三

年
十
】

月
九
日

　
　

　
　
　

　
　
（
20）

　
　
『

仏
光

観
広
次
第
』

撰
述
年
代
不
詳

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
21）

　
　
『

光
明

真
言
七

種
印
口

伝
在
之

普
光
明
』

撰
述

年
代

不
詳

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
22）

　
　
『

五

秘
密
与
五

聖
同
体
事
』

撰
述
年
代
不

詳

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
23）

　
　
『

五

秘
密
仏
光
合
行
念
誦
次
第
』

撰
述
年
代
不
詳

こ

れ

ら

の

次
第
や

そ
の

他
の

著
作
類
に

は

五

聖
・

五

秘

密
が

記
さ
れ
て

い

る
。

『

五

秘
密
』

を

著
し
た

時

す
で

に
、

五

聖
を

記
し
て
い

る

の

は

興
味

深
い

点
で

あ
る

。

そ

れ
は

『

秘
宝

蔵
』

の

下

巻
に

お
い

て
、

五

聖

と
五

秘
密
と
の

同
体
説
が

具
体
的
に

記
さ
れ
る

か
ら

で

あ
る

。

　

ま
た
、

『

広
次
第
』

．
『

略

次
第
』

・
『

光
明
真
言
七

種
印
口

伝
在
之

普
光
明
』

は

次

第
で

あ
る

た

め
、

教
理
的
な

面
か

ら
五

聖
・

五

秘
密
を

導
入
し

た

理
由
な

ど
は

記
さ
れ

な
い

。

し

か

し
、

「

広
・

略
次

第
」

で

特
に

注
目

す
べ

き
点
は
、

こ

の

次
第
に

記
さ

れ
る

五

聖

が
、

胎
蔵

曼

荼
羅
の

中

台
八

葉
院
に

描
か
れ
る

仏
・

菩
薩
と
同

様
の

印
・

形
像
で

記
さ

れ

て

い

る

点
で

あ
る

。

五

秘
密
は

金

剛
界
の

尊
格
で

あ

り、

五

聖

が

胎
蔵
曼

荼
羅
の

仏
・

菩
薩
と

想
定
す
る

な
ら

ば
、

華
厳
・

真
言
の

融
合
と

言
う
側
面
だ

け
で

は

な

く、

両

部
の

関
係
と
い

う
こ

と

も
言
え

る

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

そ
れ

は

明
恵
が

神
護
寺
か

ら

仏
道

修
行
を
始
め

て

い

る

と
い

う
点
か

ら

も
、

少
な
か

ら

ず
両

部
と

い

う
こ

と

は

意
識
し
て
い

た
と

考
え
ら
れ
る

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

し
か
し

彼
自
身
は

『

秘
宝
蔵
』

の

中
で

五

聖
と

五

秘
密
な
ど

の

同

体
説
な
ど
に
つ

い

て
、

真
言
が

華
厳
を
包

括
し

て
い

る

と

記
し
て

い

る

た

め
、

明
恵
自

身
が
ど

の

程
度
両
部
思
想
を

想
定
し

て
い

た

か
は

、

定
か
で

は

な
い

。

　
い

ず
れ

に

し
て

も
、

彼
は

『

秘
宝
蔵
』

撰
述
以
前
か

ら
、

五

秘
密
と

五

聖
と

を
合
わ
せ

た

著
作
の

撰
述
、

行
法
を

行
っ

て

い

る

こ

と

か
ら

、

華
厳
と

密
教
と
の

融
合
を

比
較
的
早
い

段
階
か
ら
イ
メ

ー

ジ

し
て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

四

　
仏
光
観
へ

の

光
明
真
言
導
入
の

意
図

明
恵
は

仏
光
観
の

相
応
真
言
と
し

て

光
明

真
言
を

用
い

た
。

こ

れ

に

つ

い

て

彼
が

根
拠
と

し

た

の

は

好
相
・

夢
想
に

依
る

と
こ

ろ

が

大
き
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い
。

そ

れ

に
つ

い

て

は
、

『

夢
記
』

と

『

冥
感
伝
』

の

中
に

記
さ

れ

て

お

り
、

多
少
の

差
異
は

あ
る

が
同

じ

こ

と
を

表
わ

し
て

い

る

の

二

つ

を
以
下

に

記
す
と
、

　

　
『

夢
記
』

　

　
同
二

九

日
、

後

夜
坐

禅
ス

。

禅
中
ノ

好

相
二

仏

光
ノ

時
、

右

方
如
ニ

キ

續

松
火一
ノ

火
聚
ア

リ
、

前
二

如
レ

ク

玉
ノ

微

妙
ノ

光

聚
ア

リ
。

左

方
二

　

　
一

尺
二

尺
ノ

光
明
充
満
セ

リ
。

有
レ

リ

テ

音
云
ク

、

此
レ

ハ

光
明
真
言
也

。

心
二

思
バ

ク
、

此
ノ

光

明
ノ

体
ヲ

光

明
真
言
ト

云
也

。

符
コ

合
ス

本

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
24V

　

　
文一
ト
。

可
レ

シ

秘
レ

ス

之
ヲ
。

　

　
『

冥

感
伝
』

　

　
予

、

承
久
二

年
夏
ノ

此
、

百

余
日

修
ニ

ス

此
ノ

三

昧一
ヲ
。

同
七

月
二

十
九
日

ノ

初
夜
禅

中
二

得
ニ

タ

リ

好
相
一
ヲ
。

所
謂
於
ニ

ィ

テ

我
前
三

有
ニ

　

　
リ

白
キ

円
光
の

其
ノ

形
如
ニ

シ

白
玉一
ノ

。

径
一

尺
許
リ

也
。

左
方
二

有
ニ

リ

テ
［

尺
二

尺
三

尺
許
リ

ノ

白
色
ナ

ル

光
明一

充
満
ス
。

右
方
二

有
下

リ

　

　
如
キ

火
聚

ラ
光
明
抄

有
レ

リ
テ

音
告
ゲ

テ

日
ク

、

此
レ

ハ

是
レ

光
明
真
言
也

。

出

観
ノ

時
思

惟
ス

ル

ニ

甚
ダ

有
ニ

リ

深
意
の

如
ニ

キ

火

聚一
ノ

光

明

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
25）

　

　
ト

ハ

者
照
コ

曜
ス

ル

悪
趣
一
ヲ

光
明
也

。

別
本
ノ

儀
軌
二

云
ク

、

有
ニ

リ

テ

火

曜
ノ

光
明一

滅
ニ

ス

ル

ハ

悪
趣一

者
即
チ

此
ノ

義
也

。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ニ

え

仏
光
観
を
修
し

て

い

る

時
に

、

明
恵
の

前
に

白
い

光
が

現
れ

音
を

出
し
て

「

自

身
は

光
明
真
言
で

あ
る
」

と

告
げ
た
と
い

う
の

で

あ
る

。

こ

の

好
相
を
得
た

以

後
明
恵
は

、

仏
光
観
に

相
応
す
る

真
言
は

光
明
真
言
で

あ
る

と

し

て
、

仏
光
観
を

修
す
る

時
は

こ

の

真
言
を

用
い

る
よ

う

に

な
っ

た

の

で

あ
る

。

　
明
恵
は

『

秘
宝

蔵
』

撰
述
以

後
、

光
明
真
言
の

普
及
を

図
り
光
明
真
言
に
関

す
る

著
作
を
多
く
著
し

て

い

る

が
、

彼
は

『

秘
宝
蔵
』

の

中

で

こ

の

真
言
は

五

仏
（
大
日
・

阿
闕
・

宝
生
・

弥
陀
・

不
空
成
就）

の

真
言
で

あ
る

と

し
て

い

る
。

　
明
恵
は

、

光
明

真
言
を

仏
光
観
の

相
応

真
言
と

し

て

い

る

が
、

前
述
し
た

よ

う
に

、

五

聖
と

五

秘
密
を

同
体
と

し
て

華
厳
と

真
言
を
融
合

さ
せ

て

い

る
。

ま
た

、

光
明
真
言
は

五

仏
の

真
言
と
し

て

い

る
こ

と
か

ら
、

五

聖
と

五

仏
と

の

同
体
に

も

繋
が

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

そ
れ

故
に
、

光

明
真
言
を

仏
光
観
に

相
応

す
る

真
言
と
し

て

用
い

た

可
能
性
が

指
摘
で

き
る

。

ま
た

、

「

仏

光
」

と

「

光

明
」

と

い

う
単
純

な

イ

メ

ー

ジ

に

よ

る

導
入
と

い

う
こ

と
も

考
え
ら
れ
る

。

し

か

し

な
が

ら
、

彼
の

著
作
な
ど

で

五

聖
と

五

仏
を

直
接
繋
げ
る
よ

う
な
記
述
は
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な
い

。

そ
の

た

め
仏

光
観
に

お
け
る

真
言
と

し
て

光
明

真
言
を

用
い

た

理

由
は
、

の

で

あ
る

。

五

　
ま

と

め

前
に

記
し
た

『

夢
記
』

・
『

冥
感
伝
』

に

依
る

以

外
に

な
い

　
明
恵
は

華
厳
と

真
言
を
思

想
的

、

実
践
的
に

融
合
し

よ

う
と

し
て

い

た
。

そ
れ

を

『

華
厳
仏
光
三

昧
観
秘
宝
蔵
』

の

中
で

具

体
的
に

記
し

た

の

で

あ
る

。

『

秘
宝
蔵
』

の

中
に

見
ら
れ
る

華
厳
と

真
言
の

融
合
に
つ

い

て

核
と

な
る

も
の

が
、

五

聖
と

五

秘

密
の

同
体
化
で

あ
ろ

う
。

　
明
恵
は
、

華
厳
の

三

聖

と
さ

れ

る

毘
廬
遮

那
・

文
殊
・

普
賢
の

仏
・

菩
薩
を

独
自
に

発
展
さ
せ

、

観
音
・

弥
勒
を

付
け

加
え
た

。

そ
し
て

こ

れ

を

華
厳
の

五

聖
と

し
、

五

秘
密

尊
へ

配
当
し
て

五

聖
と
五

秘

密
を
同

体
化
し

た

の

で

あ
る

。

同

体
化
す
る

根
拠
と

し

て
、

『

五

秘
密
儀

軌
』

と

『

秘
記
』

を

用
い

て

説
明
し

て

い

る
。

い

く
つ

か

の

問
題
点
を

挙
げ
た

後
に
、

真
言
は

華
厳
を
包
括
し

て
い

る
の

で
、

五

聖
と

五

秘

密
と

の

同
体
は

問
題
が
な
い

と

す
る

の

で

あ
る

。

　
ま

た

五

聖
と
五

秘
密
を

同
体
と

し
て

見
た

と

き
に
、

五

秘
密
は

金
剛

界
の

尊
格
で

あ
る

が
、

五

聖
を
胎

蔵
曼

荼
羅
の

中

台
八

葉
院
に
い

る

五

尊
に

当
て

は

め

る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

れ
に
つ

い

て

は
、

明
恵

自
身
は

具
体
的
に

記
し
て
い

な
い

た

め

に

詳
細
は
わ
か
ら

な
い

。

し

か

し

な

が

ら
、

五

聖
と

五

秘
密
の

関
係
は

華
厳
と

真
言
の

関
係
だ

け
で

な

く
、

両
部
の

関
係
も

指
摘
で

き
る
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

そ
れ

は
、

『

仏

光
観
広
次

第
』

や

『

略
次
第
』

で

記
さ

れ

て

い

る

五

聖
の

印
・

形
像
が

、

中
台
八

葉

院
の

仏
・

菩
薩
と

同
じ
こ

と
か

ら
も

、

少
な
か
ら

ず
彼
自
身
も
両

部
不
二

思
想
を
意
識
し
て

い

た

と

も
考
え
ら
れ

る
。

　

明
恵
が

光
明

真
言
を
仏

光
観
の

相
応

真
言
と

し
た

こ

と

は
、

仏

光
観
を

修
し
て

い

た
時
に

得
た

好
相
に

依
る

と
こ

ろ

と

さ
れ

て
い

る
。

し

か

し
、

明
恵
の

光
明
真
言
解
釈
が
五

仏
の

真
言
で

あ
る

と

い

う
点
を

考
え
る
と

好
相
だ

け
に

依
る

も
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
。

五

秘
密
と
五

仏

と

の

関
係
性
が

曼
荼
羅
上
の

出
生
な
ど

と

関
連
さ
せ

た

の

で

は

な
い

か
。

そ
の

た
め

に
、

仏
光
観
の

相
応
真
言
と

し

て

光
明

真
言
を
用
い

た

と

も

考
え
ら

れ

る
。

し

か

し
、

相
応

真
言
と

し

た

根
拠
に
つ

い

て

は
、

『

夢
記
』

と

『

冥

感
伝
』

に

記
さ
れ
る

の

み

で

あ

る
の

で

相
応

真
言

と

し
た

理

由
に
つ

い

て

は
、

好
相
に

依
る

も
の

と

さ
れ

て
い

る
。
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明恵 にお ける五 聖 と五 秘 密に つ い て （元山）

　
い

ず
れ

に

し
て

も

明
恵
は

、

『

秘
宝

蔵
』

に
お
い

て
、

思
想

的、

実

践
的
に

も
華

厳
と

真
言
と

を
融

合
さ
せ

よ

う
と
し

て

い

た

と

考
え

ら

れ

る
。

そ
の

融

合
が

為
さ
れ

た

著
作
が

『

秘
宝

蔵
』

で

あ

り、

そ
の

中
で

も
五

聖
と

五

秘
密
の

同
体
説
が

そ

の

核
に

な
る

部
分
で

あ
る

。

明

恵
は

華
厳
と

真
言
の

融
合
を

図

り
『

秘
宝

蔵
』

撰
述
し

た
と

考
え
ら
れ
る

。

註
（
1

）

　
石
井

教
道

「

厳

密
の

始
祖
高

弁
」

『

大
正
大

学
学
報
』

三
、

一

九
二

八

（

2
）

　
『

大
正

蔵
』

七
二
、

八
七

頁
下
〜

（

3
）

　
こ

こ

で

使
用
し
た

「

同

体
」

と
い

う
用
語
は

、

野
呂
靖
氏
の

「

明
恵
の

顕
密

観
　
五

秘
密
与
五

聖
同

体
説
を
中
心
に

I
」

『

印
度
仏
教
学
研
究
』

　

　
五

四

巻

第
二

号
を

参
照
さ
せ

て

頂
い

た
。

（

4
）

　
柴
崎
照
和
「

明
恵
と

仏
光
三

昧
観
−
実
践
観
か
ら

見
た

そ
の

受
容
の

理
由
及
び

背
景
1

（
一
）

」

『

南

都
仏
教
』

六
五

、

四

五

頁

（

5
）

　
『

卍
続
蔵
』

五

巻
〜
七

巻

（

6
）

　
『

大
正

蔵
』

三

五
、

五

二

六

頁
中

（

7
）

　
『

日
蔵
』

七
四
、

一

〇

七

頁
。

『

冥
感
伝
』

の

成
立
時
期
に
つ

い

て

は

不

詳
で

あ
る

が
、

序
に

「

秘
宝

蔵
一

章
也

。

依
レ

テ

憚
ニ

ル

ニ

他
見
ヲ

後
二

日
ヲ

　

　
分
ヶ

テ

為
二

別
記一

ト
」

と

あ
る

。

始
め

は

『

秘
宝
蔵
』

の
一

章
と

す
る

つ

も
り
で

あ
っ

た
が

、

他
人
の

目
に

触
れ
る
の

を

嫌
っ

て

別
記
に

し

た
と

し

　

　
て

い

る
。

『

冥
感
伝
』

に

記
さ
れ
た

好
相
な
ど

が
、

『

秘
宝

蔵
』

に

影
響
し

て

い

る

点
か
ら

、

『

冥

感
伝
』

の

成
立

は

『

秘
宝

蔵
』

以

前
で

あ
る

と

　

　
考
え
ら

れ

る
。

（

8
）

　
『

日
蔵
』

七
四
、

一

〇

八

頁
上

（

9
）

　
『

日
蔵
』

七
四
、

一

〇

七

頁
下

（

10
）

　
『

大
正

蔵
』

七
二
、

九

三

頁
中

（

11
）

　
『

大
正

蔵
』

二

十
、

一

＝
二

六

頁
下

（

12
）

　
『

大
正

蔵
』

七
二

、

九

六

頁
下
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（
13
）

　
『

大
正

蔵
』

七
二

、

九

六
頁
下

（
14
）

　
『

大
正

蔵
』

七
二
、

九

八

頁
下

（

15
）
　
『

秘
記
』

に
つ

い

て

は
、

詳
細
は

不
詳
で

あ
る

が
、

明
恵
は

『

秘

記
』

な
る

も
の

を
用
い

て

同
体
の

根
拠
の
一

つ

と
し

て
い

る
。

（

16
）

　
『

大
正

蔵
』

二

十
、

五

三

八

頁
上

（

17
）

　
『

大
正

蔵
』

七

二
、

九

九
頁
上

（

18
）

　
『

明

恵
上

人

資
料
』

第
三

、

「

真
聞
集
」

本
。

『

五

秘
密
』

は
、

建

久
六

年
に

抄
出
さ

れ
た

も
の

と
、

田

中

久
夫
氏
の

「

明

恵
」

、

奥
田

勲
氏
の

　

　
「

明
恵
遍
歴
と

夢
」

で

指
摘
さ
れ
て
い

る
。

ま
た

「

真
聞
集
」

の

記
述
で

は
、

建
保
六

月
に

弟
子
の

隆
弁
に

伝
授
し

た

と

記
さ

れ
て

い

る
。

（

19
）

　
『

明
恵
上
人

資
料
』

三
、

六
〇
一

頁

（
20
）

　
『

明
恵
上
人

資
料
』

三
、

五
七
一

頁

（
21
）

　
『

明

恵
上
人

資
料
』

第
三

、

「

真
聞
集
」

五
。

撰
述

年
代
は

不

詳
だ
が

、

次
第
内
に

記
さ

れ

る

「

三
聖

念
誦
次
第
」

の

奥
書
や

「

普
光
明
」

の

奥

　

　
書
に

、

承
久
二

年
十
月
に

「

三
聖

念
誦
次

第
」

、

承
久
二

年
十
二

月
に

「

普
光
明
」

を

隆
弁
に

伝
授
し

た

と

す
る

記
述
が
あ
る

こ

と

か
ら

、

『

信
種

　

　
義
』

は

著
す
以
前
に

『

光
明

真
言
七

種
印
ロ

伝

在
之
普
光

明
』

は

撰
述
さ

れ

て

い

た
と

考
え
ら

れ

る
。

（
22
）

　
『

平
成
十
一

年
度

　
高
山
寺

典
籍
文
書
総
合

調
査

団
　
研

究
報
告
論
集
』

五

頁

（
23
）

　
『

高
山

寺
聖

教
類
』

第
四

部
第
】

二

九

函
第
八
二

号

（
24
）

　
『

明

恵
上
人

資
料
』

二
、

「

夢
記
」

　一

四

九

頁

（
25
）

　
『

日

蔵
』

七
四

、

一

〇
七

頁
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明
恵

、

五

聖
、

五

秘
密、

『

仏
光
三

昧
観
秘
宝

蔵
』


